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1.はじめに

砂丘列間に湛水した砂丘湖は成因的に珍しい.Horie(1962)によると,面積が lha以上の砂丘湖は

国内に19湖沼が数えられるにすぎず,そのうちの10湖沼が青森県内の3つの地域に分布する(Fig.1).

それらは,津軽半島の犀風山砂丘地帯に分布する ｢犀風山湖沼群｣のベンセ沼,冷水沼,平滝沼,雁

沼,長沼 (小清水),大滝沼,喰沼,下北半島 ･猿ヶ森砂丘地帯に分布する ｢下北湖沼群｣の長沼 (下

北),そして八戸市近郊の八田郎沼と北沼である (Tablet),1ha未満の小さい砂丘湖も含めると,こ

れらの地域に分布する砂丘湖の数はこれよりもずっと多い.
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Fig.1.Distributionorsanddunelakesystemsin

AomoriPrefectur･e,northernJapan.

図1.青森県における砂丘湖沼群の分布.

砂丘湖はいずれも海岸近くの平地に位置するため,開発の影響を古くから受けてきた.八戸市近郊

の八田郎沼と北沼は港湾の整備や都市化に伴ってすでに消失している.津軽半島の犀風山地域は,多

数の縦列砂丘が南北に並び,本来は,浅い湖沼と湿原が混じりあった沼沢地 (duneslacks)が広がる

複雑な景観をなしていたと推測される.犀風山湖沼群も 1953年に一部民間に下げられ,その後も保

安林解除地の伐採や個人分割が行われるに伴って (日本農業土木コンサルタンツ,1991),多くの砂

丘湖は何らかの人為的な改変を受けている.改変の歴史は場合によっては古く,たとえば鬼沼は
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Table1.AlistofsanddunelakeswiththeareagreaterthaJl1ha.(aRerHorie,1962)

表 1.青森県における面積が1ha以上の砂丘湖の分布 (Horie,1962による)

湖沼名 地域 湖面標高 長さ 最大幅 面積

(m) (km) (km) (Km 2)

八太郎沼 Hattaro-numa

北沼 Kita-numa

長沼 Naga-numa

ベンセ沼 Bense-numa

冷水沼 Hiemizu-numa

平滝沼 Hirataki-numa

雁沼 Kari-numa

長沼 Naga-numa

大滝沼 Otaki-numa

喰沼 Unari-numa

八戸 5

八戸 5

下北湖沼群 17

犀風山湖沼群 13

犀風山湖沼群 15

犀風山湖沼群 13

犀風山湖沼群 10

犀風山湖沼群 20

犀風山湖沼群 13

犀風山湖沼群 20
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約300年前の元禄年間から享保年間にかけて流水溝としての掘削工事が行われた記録がある (青森県

農政部,1989).現在の犀風山地域を過去の記録と比較すると,多くの湖沼が現在とは全く異なった景

観や植生が見られたことがわかる.たとえば,石川 (1975)の植生図によると,1970年台の権現沼は

水深約2mで,沿岸部には多様な抽水･浮葉植物が分布し,中央部までマツモの群落が広がっている.

また,カスベ沼も ｢低層湿原における植物群落の棲み分けの様子を観察 ･見学するに最適な沼｣(石

川,1975)で,沼沢地のみごとな景観はSaitohandlshikawa(1969)の写真 (p.105)でもみてとれる.

現在,権現沼はコンクリー トで厚く護岸され,北西部の一部を除くと植生はみられず,カスべ沼も湖

盆の改変の伴って水生植物は沿岸の一部に限られるだけで,両者ともかつての面影は全く見られない.

沼沢地の消失は顕著で,かつてのカスベ沼でみられたような低湿地が広がる景観は現在ではほとんど

みられない.一方,下北湖沼群は自然状態が比較的よく保たれていると言われているが,現在,その

大部分が防衛省下北試験場として立ち入りが制限されているために調査事例は少なく,水環境の特徴

や生物群集の詳細はよくわかっていない.

砂丘湖は湧水で酒養され,本来は浅く水草が豊富なため,絶滅が危慎される動植物を多数含む特異

な生物群集が形成されていると予測される.このような水域はまた,水鳥にとって格好の越冬地や経

由地となっている.しかし,そのような特異な成立背景を考慮した総合的な調査研究は,これまで日

本のいずれの地域でもほとんど行われてこなかった.そこで,日本の砂丘湖の環境と生物群集の特徴

を把握する研究の一環として,青森県内の現存する砂丘湖沼群を対象に,地理学的,水文学的,生物

学的な調査を行った.ここでは,調査内容の概略を示すとともに,関連する文献の目録を掲げる.

青森県の砂丘湖調査にあたっては,弘前大学教育学部理科教育講座に所属するたくさんの学生に多

方面からの補助を受けた.なかでも,′J､笠原嵩輝,森下千尋,関久美子の各氏には,犀風山湖沼群で

の研究の一部を自身の卒業研究やその延長に位置付け,それぞれ,水生昆虫相,動物プランクトンの

群集構造,ミジンコ相について,現地調査から解析までの一連の研究を主導した.さらに, 2007年

に行った下北湖沼群の調査では,防衛省下北試験場場長の市橋弘昭氏には,多くの砂丘湖が分布する

試験場内-の立ち入りを許可していただくとともに,同業務班長の佐々木氏と技官の又村二三彦氏に

は現地の案内をしていただいた.記して感謝いたします.
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2.現地調査の概要と調査分担者

青森県内の砂丘湖を対象とした現地調査を,2005年から2007年に行った.対象地域は砂丘湖が現

存する犀風山湖沼群と下北湖沼群のふたつにまたがるが,より多くの砂丘湖が集中している犀風山湖

沼群に重点を置いて行った.犀風山湖沼群では自然湖沼に加えて溜池でも調査を行った.現地では,

地形 ･地質,湖内と湖沼周辺の植生,湖沼の水質,プランクトンと底生動物群集の構造に関する調査

を行った.調査の担当者と主な分担項目は以下のとおりである.調査結果は本報告書中で,担当者に

よって項目別に報告されている.

木村 啓

福原晴夫

大高明史

戸田任重

野原精一

小岩直人

樋口伸介

木村直哉

(津軽植物の会)沿岸植生

(新潟大学)水質,底生動物

(弘前大学教育学部)水質,底生動物

(信州大学理学部)水質化学

(国立環境研究所)水質

(弘前大学教育学部)地形 ･地質 ･水文

(神戸大学大学院理学研究科)水中植生

(株式会社グリーンシグマ)底生動物

小笠原嵩輝 (弘前大学教育学部学生)底生動物

福士浩子 (弘前大学教育学部学生)水質

森下千尋 (弘前大学教育学部学生)動物プランクトン

関久美子 (弘前大学教育学部学生)ミジンコ相

また,底生動物相の正確な把握のために,採集された標本の一部について以下の専門家に同定を依

頼した.

小林 貞 (環境福祉研究所)犀風山湖沼群の双題目ユスリカ科

谷田一三 (大阪府立大学大学院理学系研究科)犀風山湖沼群の トビケラ目

上西 実 (龍谷大学)犀風山湖沼群の貝類

安倍 弘 (日本大学生物資源科学部)犀風山湖沼群および下北湖沼群の水生ダニ類

3.調査湖沼と調査の日程

期間中,Table2に示す犀風山湖沼群の31湖沼と下北湖沼群の8湖沼,およびその周辺の湿地や河

川で調査を行った.犀風山湖沼群と下北湖沼群における湖沼名の表記は,それぞれ竹内 (2006)およ

び封馬 ･山内 (2001)に準拠した.
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Table2.Namesandlocationsoflakessurveyedinthepresentstudy.

LakenamesintheByobu-samandShimokita1,akesareafterTakeuchi(2006)
andTsushlmaandYamauchi(2001),respectively,exceptforJiemon-numa(Oku)and

lastfわurlakesintheByobu-sanLakes.

表2.本研究で調査を行った湖沼の名称と位置.

治石工門沼 (奥)と最後の4湖沼を除く扉風山湖沼群の湖沼名は竹内 (2006)に,
下北湖沼群の湖沼名は封馬 .山内 (2001)によった.

湖沼名 山 ename N E

扉風山湖沼群 :

長沼

喰沼

越水2号溜池

作沼

冷水沼

ソリ沼

タテコ沼

長沼

雁沼

鬼沼

小堤

大堤

出来島1号溜池

ベンセ沼

出来島2号溜池

大滝沼

平滝沼

上沢辺沼

治石工門沼

治石工門沼 (奥)

アクド沼

筒木坂5号溜池

ツブ沼

勘助沼

カスベ沼

牛潟大溜池

袴形沼

権現沼

明神沼

前潟

後潟

Naga-numa
Unari･nuna

Koshimizu2-goTameike
Saku-numa

川yamizu-numa
Sori-numa

Tateko-numa

Naga-numa
Kari-numa

Oni-numa

Ko-zutsumi

Oo-zutsumi

Dekishima1-goTameike
knse-numa

Dekishima2-goTameike
Ootaki-numa

Hirataki-numa

払misawabe-numa

Jiemon-numa

Jeemon-numa(Oku)
Akudo-numa

Tsutsukizaka5-goTameike
Tsubu-numa

K加ISuke-nuna

KaSube-numa

UshikataOo-tameike

rhkamagata-numa

Gongen-numa

MyouJln-numa
Mac-kata

Ushiro-kata

40047-55日 140015-53"

40048-14-- 140016■22日

40048-25"

40048■21"

40048'30■-

40048-59日

40049'16"

40049■24日

40049-48-I

40050-05--

40050'36"

40050■30--

40050'59

40051-40"

40051-39'-

40051-40日

40052■44日

40052-57-●

40053-56--

40054-05日

40054■04日

40054'26-I

40054-35"

40053-41日

40055-19"

40056'16日

40057●40"

40059■15--

41000-19"

41001■19--

41001-12"

140016■11日

140016-16■■

140016■22--

140017-40日

140016-46■■

140016■56日

140017-41"

140017-59日

140017-55■■

140018-10日

140018-14日

140018-05日

140018-05■■

140017-53--

140018■33"

140019-05"

140019'50"

140019'06"

140018■58'■

140020'00"

140020■40--

140019●58■-

140021-00"

140021■28"

140021-45日

140022-00■-

140019-44"

140019'45--

140019■43日

下北湖沼群 :

荒沼

左京沼

赤川沼

タテ沼

大沼

下小沼

井戸沼

尻屋崎湿原池漉

Ara-numa

Sakyo-numa

Akagawa-numa
Tate-numa

0-numa

ShimoKo-numa

ldo-numa

PondsintheShirivazakimhe
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41014'58日

41015-26"

41017■24"

41018-00"

41019-13日

41020-57日

41020-44日

41025-29日

141023-46日

141023-53"

141024■26■■

141025■07"

141025-18日

141025-52"

141025-44日

141027■30"



現地調査は,犀風山湖沼群で44回,下北湖沼群で3回実施した.日程は以下のとおりである.

Fj:'劇LL/離 郷 /
2005年 (平成 17年)

7月 2日 (大高,小笠原,福士,森下);7月 16日 (大高,小笠原,森下,関,木村啓);8月 7-8

日 (大高,小笠原);9月 3-5日 (福原,大高,木村啓,福士,森下 ;9月 4-11日 (樋口);10月 10

日 (大高,小笠原,関);10月 31日 (小岩);11月 18日 (小岩);11月 25日 (小岩);12月2日;

12月 6日 (小岩)

2006年 (平成 18年)

4月3日 (小岩);4月 9日 (大高,福士,関,小笠原);4月25日 (小笠原);5月27日 (大高,

小笠原,福士);6月 19日 (大高,小笠原,関,森下);6月27日 (小笠原,森下);7月 1日 (大高,

小笠原,福士,関);7月 16日 (小笠原,福士,森下);7月24日 (大高,小笠原);7月30日 (大高);

7月31日 (小笠原);8月 17-18日 (大高,福原,野原,戸田,小笠原,福士,森下,小岩,木村啓);

8月 11-20日 (樋口);8月 30日 (大高,小笠原);9月 16日 (大高);10月 9日 (大高);11月 5-6

日 (大高,小笠原,森下,関,福士);11月2ト22日 (小岩);12月7日 (小笠原,関,森下,福士)

2007年 (平成 19年)

1月 18日 (小笠原,関,森下,福士);3月30日 (大高,関,小笠原,関);4月21日 (大高,小

笠原);4月 17日 (小岩 ･小笠原);5月 12-13日 (大高,谷田,小笠原,関,森下,福士);6月 18

日 (大高,小笠原);7月 1日 (大高,小笠原);7月9日 (大高,小笠原,森下);9月2ト22日 (令

田,小笠原,関);10月 3日 (大高,小笠原,関);11月 2日 (小岩);11月 3-4日 (大高,小笠原,

福士,森下,関)

2008年 (平成20年)

3月 13日 (大高,小笠原);3月29日 (大高)

-i/_捌 鋸/JJCF/
2006年 (平成 18年)

7月23日 (大高,小笠原,福士,森下)

2007年 (平成 19年)

8月 14-16日 (大高,小岩,野原,戸田,樋口,木村啓,木村直哉,小笠原,森下,関);8月 14-18

日 (樋口)

4.関連文献

青森県の砂丘湖の環境と生物に関係する文献を以下に掲げる.

砂丘瀞を含む青森贋二全鮎 野す憲_文漸 /

青森県 (1978)第2回自然環境保全基礎調査.動物分布調査報告書 (晴乳類)

青森県 (1979)第2回自然環境保全基礎調査 湖沼調査報告書.218pp.

青森県 (1981)青森県鳥獣生息状況調査報告書 (晴乳類)

青森県 (1982)青森県鳥獣生息状況調査報告書 (鳥類)
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青森県 (1989)市町村別鳥獣生息状況調査報告書

青森県 (1990)青森県の自然.143pp.

青森県 (2000)青森県の希少な野生生物一青森県レッドデータブック-.青森県環境生活部自然保護

課,283pp.

青森県 (2001)青森県の希少な野生生物-青森県レッドデータブックー 普及版.青森県環境生活部

自然保護課,221pp.

青森県自然環境保全調査会 (1977)青森県環境保健部自然保護課 (宿),青森県自然環境保全基礎調

査報告書.青森県,192pp.

青森県農林部 (1989)青森県土地改良史,1586pp.

青森県史編さん室自然部会 (宿)(2003)青森県史 自然編 生物.本誌 804pp.

青森県 トンボ研究会 (編)(2006)青森県の トンボ.191pp.

Horie,S･1962.MorphometricfeaturesandtheclassificationofallthelakesinJapan.MemoriesoftheCollege

ofScience,UniversityofKyoto,SeriesB29:191-262.

小池一之 ･町田 洋 (編) (2001)日本の海成段丘ア トラス.東京大学出版会,105pp.

奈良岡弘治 (1977)青森県の トンボ77.日刊,120pp.

日本野鳥の会青森県支部/弘前支部 (2001)青森の野鳥.

岡田一二三 ･成田伝蔵 (1952)青森県の晴蛤目について (1.均麹亜目).進化 4(3/4):25-30.

岡田一二三･成田伝蔵 (1953a)青森県の晴蛤目について (2.不均麺亜目,その 1).進化 5(1):11115.

岡田一二三 ･成田伝蔵 (1953a)青森県の晴蛤目について (3.不均麹亜目,その2).進化 5(2):8113.

田中正明 (1984)青森県における鯉脚類の地理分布.水野寿彦教授退官記念誌:106-112

田中正明 (2004)日本湖沼誌Ⅱ.名古屋大学出版会.396pp.

東奥日報社 (1985):青森県の動物たち-晴乳類の話-.東奥日報社,青森.

吉村信吉 (1937)湖沼学 (増補版,1976).生産技術センタ一新社,東京.

願 /〟舶 群にノ野する耳軒/
天野信男 (1968)犀風山のスイカ.青森県生物学会誌 10:16-18.

遠藤邦彦 ･辻誠一郎 (1977)青森県出来島海岸の第四系.日本大学文理学部自然科学研究所 ｢研究紀

要｣12:1-10.

Gelder,S.R.andA.Ohtaka(2000)DescriptionofanewspeciesandaredescriptionofCirrodrilusaomorensis

(Yamaguchi,1934)withadetaileddistributionofthebranchiobdellidanS(Annelida:Clitellata)in

northemHonshu,Japan.ProceedingsoftheBiologicalSocietyofWashington113:633-645.
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